
 

 

 

 

 

 

  圧延版の平均極点図計算 
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概要 

 圧延版の極点図は圧延方向（ＲＤ）に対し、ＴＤ方向では異なった方位が計算される。 

   このため、ＴＤ方向に複数の試料を切り出し、複数の極点図の平均が求められている。 

   しかし、複数の試料の繰り返しデータ処理は煩雑である。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅではこの煩雑な処理を簡単操作で開放しています。 

 

測定例 

 ６個の試料を切り出したとします、 

  

 

 各試料の測定極点図 

  

 

   

 



処理の流れ 

 各試料毎に、｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝，｛３１１｝極点図の 

バックグランド処理 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 極点図の平均値計算（ＮＯ００１からＮＯ００６の極点図平均値を求める） 

 

操作方法 

ＮＯ００１の極点図、｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝、｛３１１｝を選択 

 

 

  

  

  ＮＯ００１ホルダが表示されている 

 

 

 

 



NO001 から NO006の親ホルダを選択 

  

 

 NO002から NO006が表示される 

  

 

一括バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓは内部計算を用いる（randomデータでも可能） 

 

 



しばらくすると、NO006の処理結果が表示される 

 

 終了を表示 

バックグランド、ｄｅｆｏｃｕｓ処理結果（ＡＳＣ－＞＿２．ＴＸＴ） 

  

 

 

 

 

 



このＴＸＴ２データの平均化 

 

 

 



６試料の平均値を表示 

 

  ６試料を表現している 

  

  平均極点図は、ＮＯ００１ホルダに作成される。 

 

 



ODF向けファイル作成 

 

 

 

 

 

 


